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AIトレードへの圧⼒が世界的に⾼ま

るなか、韓国市場この数週間、大き

く変動しています。

⾦利環境の先⾏きが不透明で新規公

開株式の供給が増すなか、市場では

AI関連銘柄の高いバリュエーション

が正当化できるものなのかを疑問視

する動きが広がっています。

AI関連のテーマに厳しい目が向けら

れるなか、慎重な姿勢を維持しつつ、

集中リスクを避けて引き続き分散投

資を⾏うことが推奨されます。

各国中央銀⾏がタカ派姿勢を強めるなか、人工知能（AI）関連

銘柄には厳しい目が向けられており、市場はAI関連銘柄のバ

リュエーションが持続可能なのかを改めて問い直しています。

こうした動きを受けて、これまで資⾦があまり⼊っていなかっ

た市場の一角に物色の矛先が向かっています。

韓国市場は年初来、投資資⾦が過度に集中し、急上昇していま

すが、最近は厳しい目にさらされており、投機筋やレバレッジ

取引、個人投資家の売り買いが交錯し、相場の振れ幅が一段と

拡大しています。

今後は、AI投資の収益化を巡る疑問に加え、バリュエーション

や集中リスクが引き続き焦点になるとみています。市場のメル

トアップ（相場の異常な上昇）は特にメモリーチップメーカー

で顕著であり、需要の急増で供給がひっ迫していることが背景

にあります。それでも、技術革新は急速に進んでおり、供給不

足はいつまでも続くわけではありません。キャッシュフローは

目下、非常に潤沢ですが、中期的な⾒通しは依然として不透明

であり、こうした要因により分散投資*の必要性が浮き彫りに

なっています。

AI相場に冷や⽔、分散投資*

の必要性が浮き彫りに

“⾦利の先⾏きが不透明で、新規公開株式の供給が増すなか、AIトレードに対してますます厳しい目が

向けられており、投資先の分散*や選別の必要性が浮き彫りとなっています。”

（2026年6月22⽇〜6月26日）

6月30日 7月1日 7月2日
中国PMI、米国消費者信

頼感指数‧雇用動態調査、

日本鉱工業生産

日銀短観、ユーロ圏

CPI‧PMI、米国ISM製造

業景況指数、インドネシ

アCPI

韓国CPI、米国非農業

部⾨雇⽤者数‧耐久財

受注

出所：ブルームバーグのデータを基にアムンディ‧インベストメント‧
インスティテュートが作成（2026年6月26日現在）。2025年1月を100と
して指数化。

米国とアジア太平洋の半導体株指数が

年初来でMSCIワールドをアウトパフォーム

フィラデルフィア半導体株指数

MSCIワールド指数
MSCIアジア太平洋情報技術指数

25年5月 25年9月 26年1月 26年5月25年1月

*分散投資は利益を保証するものでも、損失を防⽌するものでもありません。
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各地域のマクロ経済動向今週の市場動向
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米個人消費は依然として底堅い

5月の米国の個人消費支出は前月比0.7%増とコンセンサス

予想を上回り、財、サービスともに幅広い分野で消費が旺

盛であることが示されました。名目個人所得が0.7%増加し

たことが支出の増加を後押しした格好です。実質の個人消

費支出は0.3%増加しており、財を中心に消費の基調がある

程度底堅いことがうかがえます。個⼈貯蓄率は、4月分が上

方修正されたことを受け、3%と横ばいでした。貯蓄率の低

さは、税還付の増加や資産効果による消費の下支えとも整

合しており、こうした要因が予防的な貯蓄の必要性を抑え

ているものと思われます。

ユーロ圏の活動が冷え込む、サービス業が押し下げ要因に

ユーロ圏の総合購買担当者景気指数（PMI）からは、経済

成⻑が第2四半期にやや減速したことがうかがえます。6月

分の指標が小幅に改善した一方で、資源価格の高騰が重荷

となり、経済活動は急速に落ち込んではいないものの衰え

つつあります。実際、第2四半期のPMIの平均は48.9と、第

1四半期の51.3を下回っており、モメンタムが弱まりつつあ

ることを示しています。国別で⾒ても、経済活動は域内全

体で弱く、セクター別で⾒ると、サービス業が引き続き押

し下げ要因となっています。製造業PMIも拡大圏を維持し

たものの低下しました。

半導体メーカーの株式が売られたことで、グローバル株価指数はテクノロ

ジー関連銘柄に引きずられ下落しました。欧州の株価指数は、テクノロジー

を巡る市場⼼理の変化の影響をあまり受けておらず、小幅高となりました。

原油価格は、湾岸地域からの供給が徐々に回復したことで戦闘前の⽔準に近

づきました。債券はインフレ懸念の後退を受けて買いが進み、米ドルは上昇

しました。

株式‧債券市場
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出所：ブルームバーグ（2026年6月26日現在）。
直近1週間の変化を示したもの。補足情報については最終ページをご覧ください。

年初来

出所：ブルームバーグ（2026年6月26日現在）。
補足情報については最終ページをご覧ください。

アジア半導体市場は上昇局面が続く

アジア市場のデータからは、AI主導の半導体サイクルが今

なお堅調に続いていることが確認できます。台湾では、第2

四半期の最初の2ヵ⽉の輸出受注は前年同期⽐48.6%増と、

第1四半期の44.4%から上昇しました。設備投資の近似指標

である資本財輸入は、年率換算で20%前後の伸びで推移し

ています。一方で、6月の最初の20日間における韓国の輸

出は前年同⽉⽐60.4%増と、第1四半期の平均である50.5%

を上回りました。AI需要には、第2四半期のアジア新興国の

企業収益を押し上げ、イラン情勢に端を発する原油高の押

し下げ効果を相殺するほどの⼒があるとみられます。
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コモディティ、為替、短期⾦利の⽔準と前週⽐の変化

米国

ドイツ

フランス

イタリア
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出所：ブルームバーグ（2026年6月26日現在）。
各指標の補足情報については最終ページをご覧ください。

グローバル総合

欧州総合

新興国

世界

米国

欧州

日本

新興国



当資料は、アムンディ‧インベストメント‧インスティテュートが⼀般‧参考情報の提供を⽬的として作成した資料を、
アムンディ‧ジャパン（以下、弊社）が⼀部翻訳したものです。当資料は、当資料に含まれるいかなる⾦融商品の販売
や媒介を意図、または購⼊‧売却の勧誘を⽬的としたものではありません。当資料は法令に基づく開⽰資料ではありま
せん。当資料中に記載したアムンディ‧インベストメント‧インスティテュートの⾒通し、予測、予想意⾒等（以下、
⾒通し等）は、当資料作成⽇現在のものであり、今後予告なしに変更されることがあります。また、⾒通し等や過去の
運⽤実績を含むいかなる内容も、将来の投資収益等を⽰唆または保証するものではありません。当資料は、信頼できる
と考えられる情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性、完全性について保証するものではありません。当資料
に記載されている内容は、全て当資料作成⽇以前のものであり、今後予告なしに変更される可能性があります。当資料
に含まれる情報から生じるいかなる責務（直接的、間接的を問わず）を負うものではありません。弊社の許可なく、当
資料を複製または再配布することはできません。当資料中に引⽤した各インデックス（指数）の著作権‧知的財産権及
びその他⼀切の権利は、各インデックスの算出元に帰属します。また各インデックスの算出元は、インデックスの内容
を変更する権利及び発表を停⽌する権利を有しています。

商号等：アムンディ‧ジャパン株式会社（⾦融商品取引業者） 関東財務局⻑（⾦商）第350号
加入協会：一般社団法人 資産運用業協会、日本証券業協会、一般社団法人 第⼆種⾦融商品取引業協会

アムンディ‧インベストメント‧インスティテュート

ウィークリー‧マーケット‧ダイレクション

（5709983）

備考

ページ2

株式‧債券市場（チャート）

出所：ブルームバーグ。各市場の指標として次の指数を使

用しています。世界株=MSCIオール‧カントリー‧ワール

ド‧インデックス（米ドルベース）、米国株=S&P 500（米

ドルベース）、欧州株=欧州ストックス600（ユーロベー

ス）、日本株=TOPIX（円ベース）、新興国株=MSCI新興国

（米ドルベース）、グローバル総合=ブルームバーグ‧グ

ローバル総合（米ドルベース）、欧州総合=ブルームバー

グ欧州総合（ユーロベース）、新興国債券=JPモルガン

EMBI グローバル‧ダイバーシファイド（米ドルベース）

すべての指数はスポット価格で計算されており、⼿数料お

よび税⾦控除前の数値となっています。

国債利回り（テーブル）、コモディティ、為替、短期⾦利

*分散投資は利益を保証するものでも、損失を防止するも

のでもありません。
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